
・

2日前 1日前 1日後 2日後 3日後 4日後 5日後 6日後 7日後 8日後 9日後 10日後 11日後

術前 術中 術後

達成目標

■術後バイタルの安定
疼痛コントロールが出来る
転倒や外傷がなく安全に入院生活
が送れる

達成目標

注意事項

同意書類が揃っ
ているか確認。
食事が絶食に
なっているか電
子カ
ルテ確認。

手術室にはパン
ツ着用で車椅子
出
棟

VS（心臓外科後
検温表に記入）
帰室後２時間ま
では１時間毎

それ以後は2時間
毎に

VS（心臓外科後
検温表に記入）
2時間毎に
尿量、意識ﾚﾍﾞ
ﾙ、肺雑音もあわ
せ
てﾁｪｯｸ

VS（心臓外科後
検温表に記入）
ICU退室後は　1
日４検
肺雑音もあわせ
てﾁｪｯｸ

ＶＳ（心臓外科
後検温表に記
入）
1日2検
肺雑音もあわせ
てﾁｪｯｸ

深夜

日勤

準夜

手術前内服薬は
続行
（主治医に内服
がある場合は処

センノシド12mg
２錠内服

ワーファリンは3
日前から中止し
ます。
ワーファリンは3
日前から中止し
ます。

午後から手術の
場合ルートキー
プ
必要（基本は20G

CV抜去後　末梢
よりﾋﾞｰﾌﾘｰﾄﾞ
60ml
/hで開始。

末梢ﾍﾊﾟﾛｯｸ 末梢ﾍﾊﾟﾛｯｸ 抜針

ｾﾌｧｿﾞﾘﾝNa　３
パック　手術室
に
持参

手術中のｾﾌｧｿﾞﾘﾝ
Naの残りがあれ
ば末梢から

ｾﾌｧｿﾞﾘﾝNa　×2
回　（30分くら
い
で）

末梢ルート挿入
日記入

手術前検査の確認
※外来にて実施できているか、ﾁｪｯ
ｸﾘｽﾄ
を用いて確認

輸血検査用採血
（深夜看護師が
実
施）
※手術が月曜日

PT（ﾜｰﾌｧﾘﾝ内服
時）
要オーダー

手術中にﾌｨﾌﾞﾘﾉ
ｹﾞﾝ×３回

胸部レﾚﾝﾄｹﾞﾝ(P)
（手術終了後
手術室で）

胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ（P) 胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ（P) 胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ（車
いす）

胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ 胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ 胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ 胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ 胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ

手術直後　看護
師施行

手術翌日　看護
師施行

術後２日目
休日の場合は看
護師施行

術後セットB＋PT
朝8：30に血液
ﾃﾞｰﾀが出るよ
う、ｽ

経過観察Ⅲ+PT 休日の場合は看
護師施行

心エコー 休日の場合は看
護師施行

経過観察Ⅲ+PT

血液ガス
帰室時＋指示時
（帰室時主治医
に
確認）

血液ガス
指示時

血糖
術後指示確認

血糖
術後指示確認

血糖
術後指示確認

血糖
術後指示確認

血糖
術後指示確認

血糖
術後指示確認

血糖
術後指示確認

血糖
術後指示確認

血糖
術後指示確認

血糖
術後指示確認

血糖
手術直後　以後
術後指示確認

血糖
術後指示確認

経過観察Ⅲ+PT
朝8：30に血液
ﾃﾞｰﾀが出るよ
う、ｽ

術後セットB＋PT 経過観察Ⅲ+PT 術後セットB＋PT

ＩＣＵ帰室直後
採血
血算　ＣＰＫ
ＣＫ－アイソ

術後セットB＋PT
朝8：30に血液
ﾃﾞｰﾀが出るよ
う、ｽ入院時ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

術前ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
（ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを渡
す）

※医事課へ連
絡！

電子カルテ上、
手術当日朝より
絶
食になっている
ことを確認し
絶食版を設置
※足元と頭元の2
箇所に設置
夕食後より絶

深夜帯でするこ
と
・同意書（手
術・輸血）の確
認
・術衣を準備
・手術室・ＣＣ
Ｕへ持参する点
滴

呼吸器、ﾓﾆﾀｰな
どの装着
ポンプ類の整理
薬品の残量、速
度確認

呼吸器、ﾓﾆﾀｰな
どの装着
ポンプ類の整理
薬品の残量、速
度確認

呼吸器、ﾓﾆﾀｰな
どの装着
ポンプ類の整理
薬品の残量、速
度確認

呼吸器、ﾓﾆﾀｰな
どの装着
ポンプ類の整理
薬品の残量、速
度確認

呼吸器、ﾓﾆﾀｰな
どの装着
ポンプ類の整理
薬品の残量、速
度確認

呼吸器、ﾓﾆﾀｰな
どの装着
ポンプ類の整理
薬品の残量、速
度確認

呼吸器、ﾓﾆﾀｰな
どの装着
ポンプ類の整理
薬品の残量、速
度確認

呼吸器、ﾓﾆﾀｰな
どの装着
ポンプ類の整理
薬品の残量、速
度確認

呼吸器、ﾓﾆﾀｰな
どの装着
ポンプ類の整理
薬品の残量、速
度確認

呼吸器、ﾓﾆﾀｰな
どの装着
ポンプ類の整理
薬品の残量、速
度確認

呼吸器、ﾓﾆﾀｰな
どの装着
ポンプ類の整理
薬品の残量、速
度確認

呼吸器、ﾓﾆﾀｰな
どの装着
ポンプ類の整理
薬品の残量、速
度確認

開心全身麻酔記
録記入

足の甲に印をつ
けます。

浣腸（ﾌﾟﾙｾﾞﾆﾄﾞ
に反応ない方の
み
）
朝出しの場合は6

ドレーン創部確
認
褥瘡好発部位の
観察（発赤あれ
ば

ドレーン創部確
認
褥瘡好発部位の
観察（発赤あれ
ば

ドレーン創部確
認
褥瘡好発部位の
観察（発赤あれ
ば

ドレーン創部確
認
褥瘡好発部位の
観察（発赤あれ
ば

ドレーン創部確
認
褥瘡好発部位の
観察（発赤あれ
ば

ドレーン創部確
認
褥瘡好発部位の
観察（発赤あれ
ば

ドレーン創部確
認
褥瘡好発部位の
観察（発赤あれ
ば

ドレーン創部確
認
褥瘡好発部位の
観察（発赤あれ
ば

ドレーン創部確
認
褥瘡好発部位の
観察（発赤あれ
ば

ドレーン創部確
認
褥瘡好発部位の
観察（発赤あれ
ば

ドレーン創部確
認
褥瘡好発部位の
観察（発赤あれ
ば

ドレーン創部確
認
褥瘡好発部位の
観察（発赤あれ
ば術前訓練の説

明・実施
記録し評価で登
録する

同意書・持参
薬・問診票の提
出及
び確認をさせて
いただきます。

術衣へ着替え

ネームバンド確
認
（ＩＤ、血型、
名前が合ってる
か
カルテで確
認！）

尿測　術後指示
確認

尿測術後指示確
認

尿測術後指示確
認

体重測定
検温表に必ず入
力！！！

体重測定
検温表に必ず入
力！！！

体重測定
検温表に必ず入
力！！！

体重測定
検温表に必ず入
力！！！

心エコーで問題
なければ中止可

体重測定
検温表に必ず入
力！！！

体重測定
検温表に必ず入
力！！！

体重測定
検温表に必ず入
力！！！

体重測定
検温表に必ず入
力！！！

術前訓練の説
明・実施
記録し評価で登
録する

体重測定
検温表に入力

足背、後頸骨動
脈触知確認

立てれば　体重
測定

立てれば　体重
測定

栄養指導
（休日の場合は
翌営業日）

心外術後　生活
指導
「手術後の過ご
し方について」
の
パンフレットを
渡す。
1．手術の傷につ
いて
※心リハ室へ生

心外術後　生活
指導
2．心不全につい
て
※コスト忘れず
に！
※状態に応じて
指導日は変更
可。
変更した場合は

体重測定
検温表に必ず入
力！！！

心外術後　生活
指導
4．日常生活につ
いて
※コスト忘れず
に！
※状態に応じて
指導日は変更
可。
変更した場合は

栄養指導
（休日の場合は
翌営業日）

オリエンテー
ションを行いま
す。

バイタルサイン
測定し、
手術記録
術前申し送り書
全身麻酔（心臓
外科（術前））
に記載する

家族面会
帰室直後

心リハ開始　主
治医確認

褥瘡リスクアセ
スメント評価
（褥瘡管理画面
を入力しﾊｲﾘｽｸ加
算の必要性を再
評価）

心外術後　生活
指導
3．自己管理につ
いて
※コスト忘れず
に！
※状態に応じてオリエンテー

ションを行いま
す。

胃管ﾁｭｰﾌﾞﾄﾞﾚﾅｰ
ｼﾞ開始

胃管ﾁｭｰﾌﾞﾄﾞﾚﾅｰ
ｼﾞ開始

胃管ﾁｭｰﾌﾞﾄﾞﾚﾅｰ
ｼﾞ開始

胃管ﾁｭｰﾌﾞﾄﾞﾚﾅｰ
ｼﾞ開始

胃管ﾁｭｰﾌﾞﾄﾞﾚﾅｰ
ｼﾞ開始

胃管ﾁｭｰﾌﾞﾄﾞﾚﾅｰ
ｼﾞ開始

胃管ﾁｭｰﾌﾞﾄﾞﾚﾅｰ
ｼﾞ開始

胃管ﾁｭｰﾌﾞﾄﾞﾚﾅｰ
ｼﾞ開始

胃管ﾁｭｰﾌﾞﾄﾞﾚﾅｰ
ｼﾞ開始

胃管ﾁｭｰﾌﾞﾄﾞﾚﾅｰ
ｼﾞ開始

胃管ﾁｭｰﾌﾞﾄﾞﾚﾅｰ
ｼﾞ開始

胃管ﾁｭｰﾌﾞﾄﾞﾚﾅｰ
ｼﾞ開始

CCU持参物品を揃
えカートへ準備
しておく
（可能であれば
CSセットへ加入

患者が手術室へ
出棟後、家族を
Ｃ
ＣＵの家族待合
室へ案内

褥瘡管理画面を
入力し、ﾊｲﾘｽｸ加
算をとる

In Out　バラン
ス　文書管理
１0時で1日バラ
ンス

抗生剤問診票の
入力

前日に揃えた必
要物品をＣＣＵ
へ

転倒転落ｱｾｽﾒﾝﾄ
ｼｰﾄを評価する

手術記録
術前申し送り書
全身麻酔（心臓
外科（術前））
を記入

除毛は手術室で

術前清潔確認
・臍処置
・入浴もしくは
清拭
・モニター電極必要物品が揃っ
ているか確認し
ワゴンに準備す
る（点滴や採血（０時）ﾍﾞｯﾄサ
イドにある水分
や

食事 新規項目
心A6ｇ　（その
他の特別食以
外）

心A6ｇ　（その
他の特別食以
外）

手術前　絶飲食
（水１滴も飲ま
ない）

医師指示確認→
食事依頼入力

指導

安静度
医師の指示範囲
内で自由です。

医師の指示範囲
内で自由です。

医師の指示範囲
内で自由です。

ベッド上安静

医師の指示があ
れば可能です。

医師の指示があ
れば可能です。

全身清拭
陰洗

全身清拭
陰洗

洗髪可 洗髪可 洗髪可 洗髪可 洗髪可 洗髪可 洗髪可 洗髪可 洗髪可

全身清拭
陰洗

確認・説明

活動

観察

文書

コメント

ステップ名称

サイン

投薬

注射

検査

処置

清潔

基準日

オーダー

オーダー

オーダー

オーダー

■手術前処置
不安を最小限にし手術に臨める
転倒や外傷がなく安全に入院生活が送れる

■感染症、褥創などの二次的合併症の出現がない
転倒や外傷がなく安全に入院生活が送れる

・弁置換術 ・ ・ ・ ・


